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【 概観 】 

 2020 年が始まってからの新型コロナウィルス感染症の流行により、施設の活動も縮小せ

ざるを得ないこととなりました。緊急事態宣言中以外は、通常通りに開所し日々の生活自

体は大きく変化することなく「毎日通い」「楽しく過ごす」ことを維持できました。何より

施設を閉めざるを得ない状況にならず、１年を終えられたことはみんなの協力があってこ

そだと思います。 

 しかしながら、バザーの中止、外出・外食の自粛等、施設外の活動は減少し、社会参加

の機会が少なくなってしまったことは残念でなりません。加えて、売り上げの減少にも影

響してしまいましたが、農作業の手伝いなど新たな仕事も生まれました。 

 また、お菓子作りやピザ作りを行ったり、公園にランニングに行ったり、このような状

況だからこそできたこともありました。 

 

 

【 助成金の活用 】 

 2020 年度は、新型コロナ感染症の助成金以外は活用することができませんでした。施設

の老朽化や人件費の増加などへの対策のためにも計画的に計画を立てていかなければなり

ません。 

 

【 授産活動 】 

 2020 年度の授産収入は、758,066 円と前年度に比べ 196,551 円（約 21％）減少し、

利用者給与も 696,873 円と前年度に比べ 128,869 円（約 16％）の減少となりました。

内職やＮＰＯ法人のらんどでの農作業の手伝いなどの新たな仕事の収入もありました

が、バザーの売り上げの減少が大きく影響しています。 

 

・リサイクル部門 

 売り上げとしてもコロナ禍の大きな影響がでなかったことは、常連のお客さんなどが変

わらず来てくださったことがあげられます。また、不用品を持ってきてくださる方も多く

いらっしゃいました。 

 セールの実施は 3回に留まり、チラシの配布も自粛しました。プラザへの行商は 4回行

いました。 

 サマーセール（10％ＯＦＦ）8/17～8/22 

  夏物大処分市（全品半額）9/24～9/29 

  ガレージセール 3/27 



・狭山茶部門 

 年々、売り上げが減少し 2020 年度は販売の機会（バザー等）もありませんでした。売上

は、119,100 円となり昨年度から 42％の減少となりました。 

模擬店・試飲イベントができず、店舗とアンテナショップかっぽでの販売となっていま

す。 

 

・ガラスアクセサリー部門 

 販売機会は減少しましたが、セルプセンター協議会が開催する「セルプバザール in 大宮

駅コンコース」には参加することができました。今回は、利用者の販売スタッフとしての

参加はできずスタッフ 1名が販売員としてかかわることとなりました。売上は 78，700 円

となりました。 

 また、2019 年度に購入した電気釜により制作も順調に行うことができるようになりまし

た。今後も、お客さんに喜んでもらうため、買ってもらうためにも商品開発にはより力を

入れていかなければなりません。 

 

・印刷事業 

 南元宿自治会、ビーポップからの印刷を行いました。 

 

・洗車、内職等 

     洗車は年 2回に留まりました。 

内職作業を約月 1回のペースで行いました。中心メンバーの他にもそれぞれができる形

で関わることができました。 

また、ＮＰＯ法人のらんどでの農作業手伝いとして 6回行いました。田植え作業、里芋

堀など慣れない作業でしたが、参加したメンバーにとって新たな可能性を感じ、一生懸命

取り組むことができました。  

 

・県庁内福祉の店「アンテンショップかっぽ」の店番 

毎月 2回程度の店番を行いました。メンバーにとってもやる気をもって参加できる仕事

になっています。2020 年度の店舗前の小規模イベントには参加することができませんでし

た。 

また、店番会議、事務局会議に参加しました。 

  

【 利用者会議 】 

  利用者会議は、年 1回の開催となり当番決め、ハロウィンパーティの話し合いとなりま

した。それぞれが他の意見を聞き、発言できる場となっています。 

 



【 広報活動・外部との関わり 】 

  「ハロウィンパーティ」を 10月 31 日に開催することができました。模擬店の自粛とな

りましたが、楽しみに来て下さる地域の方々もいらっしゃり楽しいイベントとなりました。 

  また、電気炉を使用していた「大宮工房館」では中止となってしまいましたが、「陶芸体

験」「ガラスアクセサリー体験講座の開催」などお声がけいただきました。 

 

【 実習生の受け入れ 】 

 特別支援学校からの実習はありませんでした。また、土合中学校からのさいたま市職場

体験事業「未来くるワーク体験」も中止となっています。 

 十文字学園女子大学の社会福祉士相談援助実習を 8月 22日～9月 5日（9日間）で 1名

受け入れました。 

 

【 防災対策 】 

  避難訓練等を行うことができませんでした。年１回の訓練が行えるよう計画を作成しな

ければなりません。 


